
(1)正 月 号 神 道 の 友

『
二

律

管

及

の

せ

示

管

長
　
菊
　
池

L
重

　

敏

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
の
で
、

自
ず
と
自
然
界
に
は
、
陰
と
陽

の
現
象
が
起
き
て
来
ま
す
。

こ
れ
は
、
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス

で
有
り
、
男
と
女
で
有
り
、
強

弱
で
有
り
、
善
悪
で
有
り
ま
す
。

地
上
に
於
け
る
相
対
有
限
の
世

界
は
、　
一
面
に
は
、
反
日
、
対

立
、
葛
藤
、
闘
争
と
成

っ
て
、

弱
肉
強
食
の
生
存
競
争
が
行
わ

れ
て
行
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
陰
陽
の
神
か
ら
生
ま

れ
出
た
も
の
で
す
の
で
、
必
然

の
事
で
有
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

生
存
競
争
と
共
存
共
栄
は
、
矛

盾
背
反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
自
ず
か
ら
調
和
が
有

っ

て
、
動
物
と
植
物
は
均
等
に
存

在
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
心
の
中
に
も
、
悪
い
心

と
良
い
心
が
同
居
し
て
い
ま
す
。

な
る
べ
く
良
い
心
を
持
と
う
と

努
力
す
る
の
で
す
が
、
中
々
思

う
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来

無
い
の
が
私
達
で
す
。

人
間
に
は
、
良
い
心
と
悪
い
心

の
両
方
を
持

っ
て
い
ま
す
か
ら

仕
方
が
無
い
と
諦
め
る
し
か
有

り
ま
せ
ん
。

心
の
中
で
い
く
ら
悪
い
事
を
思

っ
て
も
、
そ
れ
を
言
動
に
現
わ

さ
な
け
れ
ば
そ
の
人
は
良
い
人

な
の
で
す
。

人
間
に
は
、
理
性
と
本
能
が
有

っ
て
、
動
物
的
本
能
が
強
く
な

っ
て
来
る
と
理
性
が
働
い
て
、

待
て
待
て
そ
れ
を
し
て
は
皆
に

迷
惑
を
掛
け
る
事
に
成

っ
て
し

ま
う
と
か
、
警
察
に
捕
ま

っ
て

し
ま
う
と
か
考
え
て
、
本
能
を

セ
ー
ブ
し
て
い
る
の
で
す
。

陰
陽
の
神
か
ら
生
ま
れ
た
我
々

は
、
善
悪
の
気
持
ち
を
持

つ
事

は
当
た
り
前
の
事
で
、
悪
い
事

で
は
無
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
自
分
は
悪
い
事
ば

か
り
考
え
て
し
ま
う
の
で
、
駄

目
な
人
間
だ
と
自
己
嫌
悪
に
陥

る
必
要
は
無
い
の
で
す
。

只
ｌ
言
葉
と
行
動
に
悪
い
事
を

出
さ
な
け
れ
ば
良
い
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
都
都
逸
に

「割

っ

て
見
せ
た
や
私
の
心
、
割
れ
ば

色
気
と
欲
ば
か
り
」
と
言
う
の

が
有
り
ま
す
が
、
何
故
か
納
得

し
て
し
ま
い
ま
す
。

二
律
背
反
が
有
る
か
ら
こ
そ
、

地
球
上
は
進
歩
向
上
し
て
人
類

社
会
が
発
展
し
て
行
く
の
で
す
。

暗
い
か
ら
明
る
い
事
が
良
く
思

え
る
し
、
悪
い
事
が
有
る
か
ら

良
い
事
が
際
立
つ
の
で
す
。
二

律
背
反
す
る
現
象
が
こ
の
世
を

造
り
出
し
て
い
る
の
で
す
。

人
間
が
ど
れ
を
選
ぶ
か
、
良
い

悪
い
を
客
観
的
に
判
断
し
て
、

自
ら
取
る
道
を
決
め
て
行
く
。

そ
こ
に
繁
栄
か
没
落
か
が
生
ま

れ
て
来
る
の
で
す
。

言
葉
と
行
動
に
気
を
付
け
る
事

が
、
神
が
我
々
に
与
え
た
心
の

修
業
な
の
で
す
。

本
能
は
馬
力
、
理
性
は
ブ
レ
ー

キ
と
考
え
、
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け

過
ぎ
る
と
自
分
ら
し
さ
が
無
く

な

っ
て
し
ま
う
。
馬
力
九
割
、

ブ
レ
ー
キ

一
割
位
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
行
く
の
に
丁
度
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

繁
栄
の
道
を
自
分
ら
し
く
、
伸

び
伸
び
生
き
生
き
と
、
生
き
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

神
道
大
教
の
教
典
で
あ
る
、
四

大
信
條
の

「地
恩
」
の
項
に
二

律
背
反
と
い
う
言
葉
が
有
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
同
じ
条
件
の
中

で
も
矛
盾
し
て
両
立
し
な
い
事

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

こ
の
世
の
総
て
の
物
は
、
陰
陽

の
神
で
あ
る
、
高
御
産
霊
神
（た

か
み
む
す
ひ
の
か
み
）
と
神
産

霊
神

（か
み
む
す
ひ
の
か
み
）
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令和 3年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (2)

令
和
三
年
度

鍵奉錮糞華審行

秋
季
例
大
祭
の
前
日
、
晴
天
に

恵
ま
れ
祭
員
及
び
東
京
婦
人
会

の
メ
ン
バ
ー
総
勢
十
七
名
が
午

前
十
時
弥
栄
殿
三
階
和
室
に
集

合
。
管
長
挨
拶
の
後
、
夫
々
が

大
祭
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。
例
年
の
如
く
、
手
慣
れ
た

手
さ
ば
き
で
神
殿
内
の
壁
代
や

門
張
の
取
付
、
各
所
に
張
ら
れ

た
し
め
縄
や
紙
垂
の
取
替
、
大

麻

・
神
雛

・
御
幣

・
玉
串
の
製

作
、
奉
納
職
の
飾
付
、
祓
所
の

準
備
等
、
内
外
の
装
い
が
整
い
、

愈
々
神
餞
の
盛
付
で
有
り
ま
す
。

伝
供
で
供
物
が
落
ち
な
い
様
に
、

表
裏
か
ら
見
て
も
美
し
い
様
に
、

真
剣
に
盛
付
を
行
い
ま
す
。
祭

具
等
を
整
え
、
午
後
四
時
よ
り

儀
式
の
習
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

霊
殿
祭

。
本
殿
祭
と
式
次
第
に

則
り
、
本
番
さ
な
が
ら
緊
張
感

の
漂
う
中
、
習
礼
が
終
わ
っ
た

の
は
午
後
六
時
過
ぎ
で
す
。
夕

食
を
共
に
食
べ
、
更
に
準
備
に

余
念
が
有
り
ま
せ
ん
。

大
祭
当
日
、
吹
く
風
も
心
地
よ

く
、
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
爽
や
か

な
朝
を
迎
え
ま
し
た
ｃ

七
時
の
朝
食
を
済
ま
せ
、
最
終

準
備
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
午

前
九
時
、
第

一
鼓
の
合
図
と
共

に
霊
殿
祭
の
着
装
に
取
り
掛
か

り
ま
す
。
手
水
を
行
い
、
祭
員

が
整
列
し
、
第
二
鼓
が
打
た
れ
、

典
儀
の
号
令
に
て
、
伶
人
を
先

導
に
斎
主

。
祭
員
祓
所

へ
参
進

し
修
祓
を
行
い
、
第
二
鼓
の
合

図
と
共
に
、
参
拝
者
の
待

つ
御

霊
殿

へ
参
進
。
長
元
祀
典
長
の

開
式
の
辞
に
始
ま
り
、
斎
主

一

拝
、
献
供
の
儀
、
幣
吊
供
進
の

儀
、
斎
主
祝
詞
奏
上
、
橋
村
美

樹
先
生
の
慰
霊
の
舞
が
、
御
霊

参
拝
者

・
奉
納
者
芳
名
録

（敬
称
略
）

幣
吊
料
御
奉
納
者

【北
海
道
】
札
幌
八
幡
宮

菊
池

重
敏
　
嶋
影
憲
三
　
村
木
牧
子

函
館
敬
神
大
教
会
　
工
藤
隆
三

工
藤
賀
子
　
工
藤
超
千
　
工
藤

一
美
　
高
穂
神
社
　
三
浦
満
雄

中
林
鉄
夫
　
中
林
絹
子
　
原
田

貴
史
　
澤
木
和
子
　
飯
島
玲
子

宇
波
和
子

【青
森
県
】
石
神
神
社

小
野
光

廣
　
小
野
節
子
　
節
田
志
ノ
武

佐
々
木
ヒ
デ
　
郡
川
洋
子
　
横

濱
栄
子
　
小
笠
原
達
雄

【山
形
県
】
清
光
院
小
教
会

湯

上
弘
通
　
多
田
悦
子
　
山
川
信

利
　
出
雲
太
神
社
　
菊
地
元
宏

菊
地
康
倫
　
三
山
宮
　
宮
田
博

正
　
宮
田
楽

【宮
城
県
】
桂
田
安
子

　

桂
田

啓
生

　

桂
田
雅
子

　

桂
田
悟

あ
か
つ
き
仙
台
分
教
会
　
堀
川

秀
夫
【福
島
県
】
永
山
和
洋

．

【栃
木
県
】

出
雲
大
神
像
観
中

一

教
会

柴
山
清
　
歳
徳
神
社

板

一

倉
進
　
板
倉
百
合
子
　
板
倉
聖

一

子
　
板
倉
信
之
助
　
高
藤
神
社

一

坪
山
欣
也
　
坪
山
仁
美
　
坪
山

一

雅
則
　
鈴
木

一
男
　
福
冨
信
男

一

飯
塚
ま
ゆ
み

【茨
城
県
】
大
熊
満

【埼
玉
県
】
木
曽
御
嶽
川
越
大

教
会

山
崎
真
理
　
伊
藤
み
代

天
神
大
教
会

　

一昌
田
信
太
郎

冨
田
茂
雄
　
深
田
神
社

深
田

佳
聖
　
和
田
直
樹

西
山
昌
男

渡
辺
か
ず
子
　
木
下
博
子

吉

村
秀
子
　
佐
藤
幸
雄
　
栗
原

一

弘

鈴
木
明
子

東
由
加
雄

建

沼
道
夫
　
雅
楽
天
神
会

【千
葉
県
】
大
和
八
幡
神
社

橋

村
美
樹
　
橋
村
敬
子

天
明
道

心
小
教
会
　
宮
崎
日
出
男

宮

崎
初
枝
　
宮
崎
貞
幸

吉
川
カ

ヅ

ヨ
　
小
粥
健
司

石
川
昌
幸

稲
葉
静
子
　
菅
野

一
男

鈴
木

裕
基
子
　
田
代
玲
子

辻
村
豊

春
　
飯
田
栄
子

宇
田
川
三
恵

沖
田
毅
　
沖
田
基
次

金
澤
啓

光

神
田
恵
司

古
宮
茂
雄

櫻

井
嘉
津
子
　
田
代
恵
美
子

東

千
鶴
子
　
三
浦
和
子

宮
地
由

美
子
　
山
田
道
子
　
山
元
真

一

山
元
達
好
　
板
垣
仁

一
朗

坂

井
は
る
ひ

今
村
滋
　
白
川
貴

朗
　
前
川
征
男

前
川
和
範

白
井
光

一　

日
井
正
人

石
川

進
　
伊
藤
由
香

【東
京
都
】
石
大
神
宮

。
飯
井

宮
再
興
祭
祀
天
興
大
教
会

小

林
宗
朝
　
小
林
昌
代

小
林
晴

比
古
　
栄
珠
稲
荷
神
社

永
井

栄
子
　
森
田
瑞
穂
　
井
上
象
英

白
丞
神
社

品
川
幸
子

良
和
神

社

宮
内
康
　
福
谷
比
砂

寺
田

悠
甫
　
大
塚
和
彦
　
馬
場
い
さ

平
野
多
可
子
　
島
田
栄
造
　
斎

京
則
子

日
向
敦
子

弓
場
祥
子

藤
野
咲
那
　
柴
田
麻
佑
子
　
松

橋
由
佳
　
北
山
雅
康
　
葵
拡
夢

米
山
玲
子
　
高
橋
邦
夫
　
大
関

清
美
　
鈴
木
晴
美

漬
名
弘
子

【神
奈
川
県
】
不
三
中
教
会

齋

藤
和
幸
　
八
阪
青
山
御
祈
一蒔
所

井
上
直
幸
　
井
上
八
城
　
井
上

壽
子

八
坂
宣
教
所

成
井
勇
吉

成
井
朝
江
　
成
井
康
雄
　
高
草

木
恒
雄
　
高
草
木
鎮
代
　
坂
本

八
千
代

山
神
宮

勝
亦
健

一

松
野
昭
男
　
島
田
好
子
　
宮
崎

紗
枝
　
鈴
木
啓
司
　
池
田
美
恵

子
　
綴
綴
司

太
田
神
社

岡
部

道
泰
【山
梨
県
】
吉
田
仁
六

【静
岡
県
】
駒
岳
大
教
会

赤
堀

崚
雄
　
荒
浪
仁

一
郎

【長
野
県
】
三
井
雅
之

寺
嶋
日

登
美
【新
潟
県
】
島
田
ミ
ネ

【愛
知
県
】
玉
野
御
嶽
神
社

加

藤
剛
之

桃
太
郎
神
社

若
森
國

道

若
森
治
彦

若
森
祀
子
　
八

幡
天
水
宮

深
谷
章
男

遠
藤
貴

霊殿祭修祓、祓詞奏上

｀コン



令和 3年 1月 1日友の道神(3)正 月号

を
お
慰
め
す
べ
く
、
穏
や
か
に

美
し
く
奉
奏
さ
れ
、
東
京
婦
人

会
有
志
の
先
生
方
先
導
に
よ
る

神
教
歌
を
、
祭
員

。
参
拝
者
が

声
高
ら
か
に
朗
々
と
奉
唱
さ
れ
、

次
い
で
、
斎
主
玉
串
奉
築
、
祥

月
命
日
を
迎
え
ら
れ
る
御
家
族

並
び
に
参
列
者
が
玉
串
を
奉
り

て
拝
礼
、
撤
供
の
儀
、
斎
主

一

拝
と
、
祭
儀
は
粛
々
と
荘
厳
に

進
め
ら
れ
、
御
霊
殿
に
御
奉
斎

の
御
霊
慰
霊
の
祭
り
が
滞
り
な

く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
婦
人
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
、

御
神
酒
拝
戴
と
甘
酒
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
拝
者
は
喉
を
麗
し
、

昼
食
の
お
弁
当
に
舌
鼓
を
鳴
ら

し
、
美
味
し
く
召
し
上
が
ら
れ

ま
し
た
。

一
時
か
ら
は
本
殿
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
先
ず
、
祓
所
に
て
、

修
祓
が
行
わ
れ
、
黒
抱

。
赤
抱

・

緑
抱

・
斎
服

。
社
と
、
色
も
鮮

や
か
に
華
麗
に
身
を
包
ん
だ
斎

主

。
祭
員
が
参
進
し
、
御
本
殿

に
着
座
致
し
ま
し
た
。

和
田
直
樹
典
儀
の
開
式
の
辞
に

始
ま
り
、
斎
主

一
拝
、
開
扉
の

儀
、
献
餞
の
儀
と
祭
儀
は
進
み
、

平
安
朝
の
絵
巻
さ
な
が
ら
雅
や

）

か
に
伝
供
の
儀
が
厳
か
に
行
わ

れ
、　
一
糸
乱
れ
る
事
な
く
、
御

神
前

へ
神
僕
が
供
え
ら
れ
ま
し

た
。
副
斎
主
に
よ
り
、
奉
幣
の
儀
が

行
わ
れ
、
、
振
幣
の
儀
で
は
、　
一

層
雅
び
を
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
幣
吊
供
進
の
儀
、
菊
池

管
長
の
朗
々
と
し
た
祝
詞
が
奏

上
さ
れ
、
感
謝
の
詞
を
天
明
道

心
教
会
長
宮
崎
日
出
男
先
生
が

感
極
ま
っ
て
奉
読
さ
れ
、

一
同

胸
を
熱
く
共
に
感
動
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

次
に
、
副
斎
主
先
導
に
て
、
大

祓
詞

・
四
大
信
條
を
祭
員

。
参

列
者
が
心

一
つ
に
力
強
く
奉
唱

さ
れ
ま
し
た
。

雅
楽
天
神
会
の
奏
で
る
雅
楽
の

調
べ
に
合
わ
せ
、
林
日
奈
子
局

員
に
よ
る
、
浦
安
の
舞
が
優
雅

に
美
し
く
奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
斎
主
玉
串
奉
築
、
祭
員

が
座
後
列
拝
し
、
続
い
て

一
般

参
列
者
が
、
次
々
と
玉
串
を
奉

り
て
拝
礼
を
さ

ま

し

た
。

次
に
、
撤
供
の

、
斎
主

一
拝
、

と
続
き
、
管
長

り
三
條
の
教

憲
が
奉
読
さ
れ
、

一
同
が
応
答

し

ま

し

た

ｃ

霊 殿 祭  祭 員 一 同 東京婦人会による神教歌奉唱 橋村美樹師の慰霊の舞 奉奏

）

子【岐
阜
県
】
岐
阜
県
教
師
会

岐

阜
中
教
院

奥
田
紀
明

小
平
孝

行
　
岐
阜
中
教
院
教
師
会
　
』県

中
神
社

若
森
正
仁

若
森
正
道

若
森
真
澄
　
林
日
奈
子
　
』県
中

神
社
教
師
会

導
徳
中
教
会

古

市
文
江

古
市
享

小
川
千
代
子

金
刀
比
羅
神
社

杉
本
富
子

小

川
晴
人
　
林
千
津

【滋
賀
県
】

滋
賀
米
原
小
教
会

吉
田
善
賞
　
平
野
希
久
代
　
山

田
綾
乃
　
高
橋
良

一　

藤
野
カ

ズ
子
　
遠
藤
正
範
　
八
軒
真
澄

藤
本
晴
美
　
紺
川
源
太
郎
　
岡

野
洋
子
　
堂
坂
と
く
　
堂
坂
重

男
　
石
渡
あ
き
枝

【京
都
府
】
堤
龍
一郎

【奈
良
県
】

，つ
づ
め
大
教
会

木
村
剛
正
　
岡
本
忠
宣
　
國
親

小
教
会
　
早
対
政
弘
　
大
神
茅

一

原
小
教
会

坂
口
光
二
郎

【兵
庫
県
】
森
田
李
雄

【岡
山
県
】
池
上
友
章

【高
知
県
】
一再
知
中
教
院

吉
良

祝
人

吉
良
単
子

吉
良
典
世

【福
岡
県
】
扇
森
稲
荷
神
社

長

元
祥
泰
　
後
藤
勇
　
森
茂
章

松
崎
潤
也
　
石
山
晴
子
　
寺
田

勢
鶴
子
　
寺
田
将
二
　
永
瀬
幸

子
　
　
　
　
Ｔ

【大
分
県
】

今
村
文
夫
　
三
浦

恒
良
【宮
崎
県
】
高
天
原
神
社

金
丸

タ
カ
子
　
金
丸
和
充
　
加
藤
和

代
　
藤
本
陽
子
　
馬
崎
玲
子

江
藤
京
子
　
島
村
昭
子
　
藤
森

一
正
　
山
本

一
馬
　
興
侶
秀
子

牧
野
は
る
み

【鹿
児
島
県
】

高
田
頼
子
　
高

田
宮
子
　
黒
田
茂
賞

響
機
構
麟
■
織
一古

札
幌
八
幡
宮

菊
池
重
敏

出
雲

太
神
社
　
菊
地
元
宏
　
天
明
道

心
小
教
会
　
宮
崎
日
出
男
　
赤

木
彰
子

深
田
神
社

深
田
佳
聖

和
田
直
樹

道
徳
中
教
会

古
市

文
江
　
一扇
森
稲
荷
神
社
　
長
元

祥
泰
　
』具
中
神
社
　
若
森
正
仁

若
森
真
澄
　
清
光
院
小
教
会

湯
上
弘
通
　
地
主
昇
　
函
館
敬

神
大
教
会

工
藤
隆
三

黒
田

一

二
三
　
井
上
象
英
　
堤
龍

一
郎

國
井
高
子
　
藤
本

ハ
ル
　
藤
本

陽
子
　
石
神
神
社
　
小
野
光
廣

柴
田
麻
佑
子
　
伊
藤
由
佳
　
高

天
原
神
社
　
金
丸
タ
カ
子
　
村

木
牧
子
　
東
京
婦
人
会

【祭
員
奉
仕
者
】
（敬
称
略
）

斎
主

・
菊
池
重
敏
管
長

副
斎
主

。
長
元
祥
泰
祀
典
長

典
儀

・
和
田
直
樹



令和 3年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (4)

続
い
て
、
国
歌
斉
唱
、
教
歌
奉

唱
の
後
、
祭
員
の
紹
介
が
さ
れ
、

斎
主

。
祭
員
が
退
下
さ
れ
ま
し

た
ｃ
再
び
管
長
が
お
出
ま
し
に
な
ら

れ
、
長
年
に
亘

っ
て
暦
の
奉
納

や
品
々
の
寄
贈
を
始
め
、
大
会

議
議
長
の
歴
任
、
会
計
監
査
員

や
各
種
委
員
会
で
の
御
活
躍
、

「神
道
の
友
」
長
年
の
連
載
等
、

神
道
大
教
発
展
の
為
、
今
日
ま

で
御
貢
献
戴
い
て
い
ま
す
、
井

上
象
英
先
生
に
感
謝
の
誠
を
捧

げ
、
最
高
職
級
の

「大
教
正
」

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
管
長
よ
り
、
『
四
大
信
條

（
地
恩

）
』
に
つ
い
て
、
「自
然

界
の
現
象
は
、
二
律
背
反
す
れ

ど
も
、
こ
れ
が
有
る
か
ら
、
人

類
文
化
は
、
進
歩
し
向
上
す
る
」

手水 を終 え祭員整列

と
の
内
容
の
講
話
が
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
終
息
が

見
え
な
い
中
、
直
会
は
中
止
と

致
し
ま
し
た
が
、
大
勢
の
教
師
・

神
徒
が
御
参
拝
さ
れ
、
神
道
大

教
ら
し
い
、
福
徳
円
満
の
漂
う

素
晴
ら
し
い
祭
典
で
ご
ざ
い
ま

し
た
ｃ

V

斎主・副斎主による開扉の儀 斎主 。祭員御本殿へ参進

局員 林日奈子の浦安の舞奉奏   長元程典長 奉幣の儀 献 銀 の 儀

祭員と共に大祓詞を奉唱する参列者 副斎主以下 大祓詞、四大信條奉唱  天明道心教会長宮崎日出男先生の感謝の詞

祭
員

・
堤
龍

一
郎
、
大
熊
満
、

菊
地
康
倫
、
小
林
宗
朝
、
金
田

英
仙
郎
、
岩
上
直
樹
、
宮
内
康
、

橋
村
美
樹

浦
安
の
舞

。
林
日
奈
子

（本
殿

祭
）
、
橋
村
美
樹

（霊
殿
祭
）

神
教
歌

。
森
田
瑞
穂
、
永
井
栄

子
、
若
森
真
澄

伶
人

・
雅
楽
天
神
会

御
奉
仕
に
感
謝
致
し
ま
す

こ
の
度
の
秋
季
例
大
祭
斎
行
に

際
し
、
連
日
準
備
と
奉
仕
に
携

わ
れ
た
祭
員
並
び
に
教
師
の
方

々
並
び
に
東
京
婦
人
会
、
青
年

会
各
位
の
多
大
な
る
御
支
援
を

賜
り
、
滞
り
な
く
大
祭
が
斎
行

出
来
ま
し
た
事
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ｍ
糠
泰
纏
鵞
饉
名

十
月
二
十

一
日
よ
り
十
二
月
四

日
ま
で
に
御
奉
納
の
申
込
を
戴

き
ま
し
た
方
々
の
御
名
前
を
掲

載
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

山
形
県

。
小
野
透
史
　
千
葉
県

伊
藤
由
香
　
東
京
都

・
小
林
宗

朝
　
増
井
真
粧
美
　
増
井
花
音

金
田
英
仙
郎
　
葵
拡
夢
　
原
田

置
（聖
　
原
田
み
ど
り
　
米
山
玲

子
　
米
山
浩
史
　
米
山
瑛
人

a



(5)正 月 号 神 道 の 友 令和 3年 1月 1日

役 員 の玉 串奉箕 伶人 の力強 い奉奏 大祓詞を奉唱す る婦人会

参列者の玉串奉箕 参列者の玉串奉尖 参列者の玉串奉箕

菊池管長 の挨拶 井上象英先生へ大教正の贈呈 管長の三條の教憲奉読

米
山
丈
偉
　
米
山
榮
　
平
野
孝

子
　
北
山
雅
康
　
柴
田
麻
祐
子

神
奈
川
県

・
岡
部
道
泰
　
相
田

佳
代
　
相
田
安
範
　
大
分
県

賀
来
剛
之
　
賀
来
直
子
　
賀
来

晴
輝
　
　
　
　
　
　
（敬
省
略
）

こ
れ
ま
で
に
、
御
奉
納
者
様
二

百
十
四
名
、
七
百
五
十
枚
の
御

奉
納
を
賜
り
ま
し
た
。
御
奉
納

戴
い
た
方
々
は

「奉
納
奉
告
祭
」

に
て
大
神
様
に
御
芳
名
を
奉
告

申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
は
御
支
援
の
御
奉
賛

金
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
有
難

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本殿祭  祭員一 同

又
、
鋼
板
奉
納
の
御
申
込
は
、

十
二
月
五
日
を
も
ち
ま
し
て
締

め
切
ら
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

【お
詫
び
と
訂
正
】

令
和
三
年
七
月
二
十

一
日
盛
夏

号
の
掲
載
に
て
訂
正
が
ご
ざ
い

ま
し
た
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
心

か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

山
梨
県

・
吉
田
仁
六
　
様

岐
阜
県

・
梶
原
敏
雄
　
様

|:lk‐民、

奉納者の銅板を書 く管長  授与所新築工事 骨組み全体



正 月 号 (6)神 道 の 友令和 3年 1月 1日

神
道
大
教
　
総
監
・

譴
典
長
　
長
元
　
祥
泰

令
和
三
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
御
皇
室
の
弥
栄
を
寿
ぎ

奉
る
と
共
に
、
全
国
教
会

・
神

社

・
教
場
の
御
隆
昌
と
、
先
生

方

・
崇
敬
者
皆
様
方
の
御
清
栄

を
御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
神
道
大
教

。
神
道
大

教
院
の
神
事

。
諸
事
に
は
格
別

の
御
高
配

・
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

扱
、
昨
年
は
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
世
界
中
が
大
変
な
年
と

な
り
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
い

て
も
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
の

「立

皇
嗣
の
礼
」
が
十

一
月

へ
と
変

更
さ
れ
、
「東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
も
本
年

へ
と
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

大
教
に
於
い
て
も
、
「大
嘗
祭
記

念
事
業
」
と
し
て
皆
様
に
御
浄

財
を
戴
き
ま
し
た
、
本
殿
大
床

の
改
修
工
事
は
、
当
初
の
予
定

で
は
二
月
七
日
に
仮
遷
座
祭
、

四
月
十
三
日
に
本
遷
座
祭
を
行

い
、
二
十

一
日
の
春
季
大
祭
で

は
、
皆
様
に
檜
の
香
漂
う
御
本

殿
に
て
御
参
列
戴
き
お
披
露
目

を
さ
せ
て
戴
き
た
か
っ
た
の
で

す
が
、
参
列
を
自
粛
戴
い
た
上

で
の
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
の
総
代
会

。
大
会
議
は
議

員
の
皆
様
方
に
御
理
解
を
戴
き
、

文
書
で
の
会
議
を
行
い
ま
し
た
。

八
月
の
研
修
会
で
は
、
現
任
者

の
み
で
、
期
間
を
短
縮
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
局
で
の
宿
泊
が
出
来
ず
、
参

加
を
見
合
わ
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
先
生
方
、
ま
た
御
参
加
戴

い
た
先
生
方
に
も
、
様
々
な
御

不
便
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
い
ず
れ
の
祭
典

。
行
事
、
六
月
の
九
州
教
区
研

修
会
や
九
月
の
松
戸
研
修
会
に

於
い
て
も
管
長
先
生
に
御
英
断

戴
き
、
局
員
を
始
め
諸
先
生
方

の
献
身
的
な
御
奉
仕

・
御
努
力

に
よ
り
、
大
禍
無
く
厳
粛
に
、

ま
た
着
実
な
成
果
を
上
げ
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

十
月
二
十

一
日
の
秋
季
大
祭
で

は
、
状
況
が
少
し
落
ち
着
い
た

事
も
あ
り
、
従
来
通
り
の
祭
典

を
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
念
願
で
あ
っ
た
授
与
所
も

）

九
月

一
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、

十
二
月
十
九
日
に
は
上
棟
祭
を

斎
行
致
し
ま
し
た
。
四
月
の
大

祭
ま
で
に
は
竣
工
の
予
定
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

十
月
に
は

「大
嘗
祭
記
念
事
業
」

の
仕
上
げ
と
な
る
弥
栄
殿
の
ト

イ
レ
の
改
修
と
、
二
階
広
間
を

仕
切
る
ア
コ
ー
デ
イ
オ
ン
カ
ー

テ
ン
も
新
調
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

改
め
て
大
教
院
の
大
神
様
の
御

神
徳
に
た
だ
た
だ
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

今
年
は
四
月
末
日
を
も
っ
て
菊

池
管
長
先
生
の

一
期
目
の
任
期

が
満
了
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後

大
会
議
員
の
選
出

。
総
代
の
任

命
等
と
続
き
ま
す
。

昨
年
の
大
会
議
で
承
認
戴
い
た

次
世
代
委
員
会
も
発
足
さ
せ
、

現
在
活
動
が
滞

っ
て
い
る
青
年

会

へ
と
繋
げ
て
行
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
現
在
小
生
は
五
十
五

歳
。
活
力
あ
る
青
年
教
師
と
経

験
あ
る
先
輩
教
師
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
何
が
出
来
る
か
熟
慮

し
て

一
歩
ず

つ
前
進
し
て
参
り

ま
す
。

令
和
六
年
に
は
創
立
百
五
十
年

を
迎
え
ま
す
。
本
年
度
中
に
準

備
委
員
会
も
発
足
す
べ
く
、
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

令
和
三
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

大
教
に
と
っ
て
も
、勿
論
日
本
・

世
界
中
が
リ
ス
タ
ー
ト
の
年
と

な
り
ま
す
。

皆
様
の
更
な
る
御
理
解
と
御
尽

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

_`ン

6月 九 州教 区研修会 開催    大嘗祭記念事業にて完成した本殿大床

8月 研修会 の開講式研 修 生 一 同10月 秋季大祭斎行

饉
籐
率
集
襲
議
藩
擁
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「恵
れ
る
手
を
忘
れ
て
修
い
け
な
い
・

｀
ψ

日
本

の
暦

に
あ
る
節
旬

に
は

「人
日
」
「上
巳
」
「端
午
」
「七

夕
」
「重
陽
」
の
五
節
句
が
有
り
、

三
月
の
雛
祭
り
は

「上
巳
の
節

句
」
と
言

っ
て
、
形
代
に
な
る

雛
に
我
が
身
の
機
れ
を
移
し
、

こ
れ
を
川
に
流
し
て
清
め
る
習

慣
の
民
俗
行
事
で
し
た
。

古
来
、
「楔
祓
い
」
に
は
各
種
の

方
法
が
有

っ
て
、
水

・
火

・
風

・

土

。
そ
し
て
言
霊
も
有
り
ま
す
。

現
在
は
、
雛
飾
り
と
し
て
、
三

段

・
五
段

・
七
段
と
言

っ
た
飾

り
の
様
に
姿
か
た
ち
が
変
わ
っ

て
来
ま
し
た
。

す
べ
て
物
事
の
始
め
に
は
、
決

ま
り
事
が
有
り
ま
し
た
。

そ
の
決
ま
り
事
が
有
る
の
に
何

故
か
忘
れ
て
し
ま
う
。

人
間
は
忘
れ
る
動
物
な
の
で
、

起
源
や
理
由
、
大
事
な
事
す
ら

も
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
そ
の
様
に
、

忘
れ
て
し
ま
う
事
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
と
言
う
事
で
す
。

大
事
な
事
は
神
事
を
含
め
て
色

々
有
り
ま
す
。

平
安
時
代
の
宮
車
で
は
、
陰
陽

寮

（お
ん
み
ょ
う
り
ょ
う
）
と

い
う
部
署
が
有

っ
て
、
日
本
の

律
令
制
に
お
い
て
、
中
務
省
に

属
す
る
機
関
で
、
占
い
、
天
文
、

地
理
、
時
、
暦
の
編
纂
を
担
当

す
る
役
所
で
し
た
。
そ
の
頃
日

本
に
は
、
暦
が
無
か
っ
た
の
で
、

中
国
の
暦
を
そ
の
ま
ま
コ
ピ
ー

し
て
使
っ
て
い
よ
し
た
。

し
か
し
、
中
国

・
と
．は
、
緯
度
も

経
度
も
違
う
の
で
、
季
節
も
、

一

潮
の
満
ち
引
き
尊
違
い
、
時
差

の
有
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
使
う

の
は
不
具
合
が
出
る
の
で
、
日

本
式
に
修
正
し
ょ
う
と
暦
が
作

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
ル
ー

ル
改
革
も
有
っ
４
、
日
本
式
の

神
事
も
多
く
加
え
ら
れ
、
独
特

の
地
方
祭
事
や
習
慣
も
作
ら
れ

る
様
に
成
り
ま
し
た
。

陰
陽
学
や
五
行
思
想
等
に
は

「気
学
の
理
論
」
が
有
り
ま
す
。

『気
』
と
は
、
万
物
の
根
本
精

気
で
、
天
地
生
成
の
気
で
、
人

の
精
気
で
も
有
り
、
生
命

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
　
・

人
が
誕
生
し
た
時
に
持

つ
生
命

力
が
最
大

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
、

陽
気
の
根
源
で
す
。

気
学
や
方
位
学
に
は
吉
凶
禍
福

が
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
理
由
と

論
理
が
有
り
、
結
構
当
た
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

そ
う
し
た
大
切
な
教
え
が
気
学

の
理
論
に
は
有
る
の
で
す
。

ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
を
神
に

祈
り
、
祈

っ
た
が
所
以
に
う
ま

く
い
っ
て
叶

っ
た
と
言
う
事
も

有
り
ま
す
。
見
え
な
い
も
の
に

対
す
る
畏
敬
の
気
持
ち
を
、
日

本
人
は
昔
か
ら
持

っ
て
い
て
、

忘
れ
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

日
本
に
は
土
着
の
宗
教
が
有
り
、

惟
神

（か
ん
な
が
ら
）
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
仏
教
が
輸

入
さ
れ
、
仏
教
と
区
別
す
る
た

め
に

「神
道
」
と
言
う
言
葉
が

出
来
ま
し
た
。

忘
れ
る
と
言
う
事
は
、
ど
う
い

う
事
か
と
言
い
ま
す
と
、
人
間

の
精
神
的
な
浄
化
作
用
が
働
く

）

事
だ
と
思
い
ま
す
。

忘
れ
る
と
い
う
事
を
肯
定
し
た

も
の
と
否
定
し
た
も
の
の
考
え

方
が
有
り
ま
す
。

忘
れ
る
と
い
う
事
は
、
捨
て
る

と
言
う
事
で
、
捨
て
る
と
言
う

事
は
、
そ
こ
か
ら
解
放
さ
れ
る

と
言
う
事
で
、
解
放
さ
れ
る
と

言
う
事
は
、
解
脱
す
る
事
に
な

り
ま
す
。

こ
れ
は
仏
教
的
な
考
え
方
で
す
。

で
は
執
着
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

仏
教
の
言
葉
に
有
る
か
ど
う
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
神
道
的

な
考
え
方
に

「執
着
は
百
害
あ

っ
て

一
利
な
し
」
と
言
う
言
葉

が
有
り
ま
す
。

執
着
は
形
に
有
る
も
の
で
は
無

く
、
心
に
有
る
も
の
、
見
え
な

い
も
の
に
対
す
る
執
着
、
そ
れ

が
神
道
的
な
解
釈
で
す
。

執
着
が
有
る
と
、
そ
こ
に
気
持

ち
が
引

っ
張
ら
れ
て
し
ま
い
、

何
を
や

っ
て
も
、
ど
う
し
て
も

元
に
戻

っ
て
し
ま
う
。
執
着
か

ら
離
れ
ら
れ
な
い
で
し
ま
う
。

そ
れ
で
は
、
何
の
進
歩
も
無
く
、

何
の
変
化
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

変
化
が
、
必
ず
良
い
結
果
を
生

む
か
ど
う
か
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
自
か
ら
が
変
化
し
ょ
う
と

し
な
け
れ
ば
、
何
も
変
わ
ら
な

い
の
で
す
ｃ

伝
統
的
な
事
と
、
大
事
な
事
は

変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
自

分
の
人
生
を
豊
か
に
生
き
て
い

く
中
で
、

（死
ぬ
ま
で
の
間
に
）

変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
は

勇
気
を
持

っ
て
変
え
て
行
き
ま

卜
）
ょ
う
。

も
し
も
執
着
す
る
事
が
有

っ
た

な
ら
ば
良
く
考
え
、
自
分
の
意

志
で
忘
れ
る
事
で
す
。
そ
し
て
、

次
に
進
む
事
で
す
。

「忘
れ
る
と
言
う
事
を
忘
れ
な

い
」
で
、
大
切
な
礼
儀
や
修
練

事
は
受
け
継
い
で
行
き
ま
し
ょ

う
。
忘
れ
る
べ
き
も
の
は
、
忘

れ
る
よ
う
に
心
掛
け
、
喫
を
す

る
が
如
く
に
心
を
更
新
し
て
行

く
必
要
も
有
り
ま
す
。

神
道
の
昔
の
言
い
方

「惟
神
」

の
意
味
は
、
神
様
の
よ
う
に
生

き
て
行
く
事
で
す
。

神
道
の
大
切
な
考
え
方
、
教
え

で
す
。
忘
れ
て
は
い
け
な
い
大

事
な
事
で
す
。

（講
演
か
ら
）

論
語
指
導
士

大
教
正
　
井
上
象
英

ご
罐
額
一亀

ず

欅
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構藤率輩艤藩

繊
年
の

う
づ
ぬ
大
教
会

教
会
長

木

村

剛

正

副
教
会
長

本

村

孝

子

〒
六
三
〇
―
八
二
三
七

奈
良
市
中
筋
町
二
四
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
四
二
―
二
三
―
二
四

一
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
七
四
二
―
九
三
―
七
三
二
四

令
和
三
年
元
旦

キ御
し魔
よび
げ
ま
ず

華率素輩輩艤輩艤藩素議筆

沖
義
夫
教
れ
幌
入
幡
鬱

〒

〇

六

一
―

一
二

六

八

北

海

道

北

広

島

市

輪

厚

中

央

五

丁

目

三

―

十

六

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ
二

一
―

三

七

七

―

三

二

八

八

Ｆ

Ａ

Ｘ

Ｏ
二

一
―

三

七

七

―

四

一
九

八

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

一聰

菖

・

⇔ミ

〒
五
〇

二
１
〇
八
五
七

岐
阜
市
正
木

二
三
六
―

二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
八
―

二
二
九
―

三

一
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
八
―

二
二
九
―

三

一
九

四

員
中
神
社

長 元 祥 泰

〒822-0034 直方市山部 448-1
電話・ FAX 0949-22-4972

扇森稲荷神社 宮司神
道
大
教
　
出
雲
太
神
社

宮
司
菊

地

元

宏

禰
宜
菊

地

康

倫

〒
九
九
〇
―
〇
五
二
四

山
形
県
寒
河
江
市
高
松
二
人
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
二
三
七
―
八
七
―

．
〇
二
八

間
欠
鞣
傭
糀

宮
司
金
丸
タ
カ
子

〒
八
八
〇
―
〇
八
七
七

宮
崎
市
宮
脇
町
八
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
九
八
五
―
二
七
―

一
五
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
九
八
五
―
二
八
―

一
二
〇
一

新
年
の
御
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

神
道
大
教

責
任
役
員

岡

本

忠

宣

〒
六
三

一
―
●
Ｏ
〇
三

奈
良
市
中
登
夫
ケ
丘
ニ
ー

一
九
八

一
―
七
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
四
二
―
四
六
―
二
五
六
三

栄
珠
稲
荷
神
社

宮
司

森
田
和
子

〒

一
五
四
―
○
○
〇
五

世
田
谷
区
三
宿

一
―
十
四
―
二
十
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
三
―
三
四

一
四
―
五
五
七
五

新
年
の

申御
し慶

石
大
神
宮

口
飯
井
宮

再
興
祭
祀
天
興
大
教
会

小

林

農ぶ

朝

一丁
　
．　
一　
開
］
‐‐
（
）
（〕
一
一一二

北
区
滝
野
川
五
―
三
十
二
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
―
三
九

一
六
十
二
二
七
六

教
会
長

び上
げ
ま
す

高

知

中

教

院

院
長
吉

良

視

入

副
院
長
　
士闘
』具
・
血
（
」甦

顧
間

吉

良

羊

子

〒
七
八
〇
１
０
０
四
三

高
知
市
寿
町
三
―
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
八
八
―
八
二
四
―
二

一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
八
八
―
八
二
四
―
七
八
六
七

神
道
大
教

大
山
祇
神
社

宮
可
浦
田
隆
司

〒
七

一
九
―
二

〓

岡
山
県
高
梁
市
川
面
町

一
九
五
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
八
六
六
―
二
六
１
０
０
五
六

三

山

宮

宮
司
宮

田

博

正

〒
九
九
七
―
●

二

一
一

山
形
県
鶴
岡
市
羽
黒
町
手
向

三
二
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
●

二
二
五
―
六

１
１

三
二
六
八

宮
司

菊

池

重

敏



(9)正 月 号 神 道 の 友 令和 3年 1月 1日

）

罐
率
艤
艤
率
奪
率
華
蒸
黎
鵞
華
華
議
艤
権
輩
艤
艤
華
華
罐
艤
華
奪
艤
率
艤
率
華
率
華

艤率艤艤艤艤

お
年

の
勧
し慶
キ

盪
黎
覺
魏
鰺

教
会
長
冨
田
信
太
郎

〒
二
五
六
―
○
〇
二
八

ふ
じ
み
野
市
西
原

一
―

一
―
十
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
九
―
二
六

一
―
二
八
三

一

爾
笠
曲
八
儡一藁
大
な
餃

警

〓
網

干

裕

仁

〒
六
七
六
１
０
〇
八
二

兵
庫
県
高
砂
市
曽
根
町

一
七

一
八
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
九
　
四
四
八
―

一
一
三
二

函
館
敬
神
大
教
会

教
会
長
工
藤
隆
三

〒
〇
四
〇
―
○
〇
七
四

函
館
市
松
川
町
二
十
二
―
十
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ

一
三
八
―
四

一
―
二
七
三
五

び上
げ
ま
す

令
和
三
年
元
旦

艤
艤
艤
艤
艤
華
簾
筆
羅
筆
率
籐
艤
艤
解
摯
艤
華
藩
艤
率輩議簾議事摯摯率艤饉艤華権輩

ス
間
嶽
キ
教
統

卜

顆

眈

塁

〒
八
七
六
―
〇

一
〇
二

大
分
県
佐
伯
市
弥
生
尺
間
九
四
六
―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｏ
九
七
二
―
四
六
―

一
四

一
一

真

柱

本

城

宣

教

所

一

鵞

鶉

眩

鰺

〒
八
〇
七
１
０
八
〇
七

北
九
州
市
八
幡
西
区
本
城
学
研
台

一
―
九
―

一
五

神
道
大
教

滋
賀
米
原
小
教
会

水
κ
鬱

士
口
　
一回四

〒

五

二

一　
‐（
）
Ｃ

一
二

滋

賀

県

米

原

市

米

原

七

Э

四

連

絡

先

Ｔ

Ｅ

Ｌ
〇

六

―

六

九

一
●

―

八
六

五

一

自

然

合

内

嗜
賃

新
年

の
お
慶
び

中
し
上
げ
ま
す

直
属
軋
鑽
鱚
鵞

直
属
新
海

研
次

〒
二
〓
七
Ｉ
Ｃ
Ｃ
七
二

神
奈
川
県
横
須
賀
市
長
浦
町
一
―
六
六

＋〈
〈
本
社成
二敲
［日
（

新
年
の
お
慶
び
嗜
し
上
げ
ま
す

駒香

形取

神神

社社

司
齊

藤
　
均

〒
二
七
二
―
○
○
〇

一

千
葉
県
松
戸
市
幸
田
二
―

一
八
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
七
―
三
四

一
―

一
三
九
四

（大
会
議
議
員
）

宮
普

明

神

社

苗
場
明
道
会

松
井
　
苗
子

松
井
興
太
郎

御
嶽
永
野
中
教
会

教会長

永
一澤

忠

彦

副
教会
長
永

澤

正

義

〒
三
二
八
―
○
〓
一
二

鹿
沼
市
下
永
野
八
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
二
八
九
―
八
四
―
〇
三
二
〇

（神
道
夫
教
　
大
会
議
議
員
）

井 諺
上 ゲ
象 新
英 年

出
雲
六
神
像
観
中
教
ハ
〓

柴松桧佐佐

〒
三

二

一
Ｉ
Ｃ

一
三
‥

宇

都
富
市
新
富
町
四
―
九

Ｔ
Ｅ
Ｌ
●

二
八
、　
六
五
三
―
●

四
六

一

一畦撥
　
十十
一　
土
大

藤

悦

子

山

　

一　

彦

井

貞

己

山

　

　

清

神
道
大
教

た

た

ら

神
道
大
教
　
輔
細
神
社

〒
二
七
二
Ｉ
Ｃ

一
一
二

千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
道
野
辺
中
央

一
―
二
―
十

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
四
七

四 四

四 四

四 三

九 〇

四〇
〇六

深
□
神
社

宮司
深
田
佳
聖

〒
三
四
九
―
〇

一
四

一

埼
玉
県
蓮

田
市
西
新
宿

二
―
九
八

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
四
八
―
七
六
九
―
五
五
五
三

諫 蟷鰊

国澪‡貫

ぬ 軋

贔 夫

神
道
大
教

あ
か
つ
き
仙
台
分
教
会



令和 3年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (10)

輩率率塞華藩慟

中

繊
キ

の
御

清
光
院
小
教
会

湯

上

弘

通

〒
九
九
九
―

三

一
六
三

山
形
県
上
山
市
軽
井
沢

一
―

一
―

三
六

教
会
長神

道
大
教

占
　
紳

タ

客
４
勝

ホ
腱

一

金
刀
比
羅
神
社

〒
五
〇

一
―
二
九
　
四

岐
阜
県
関
市
鋳
物
師
屋
三
―
三
―
十
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
五
七
五
―
二
二
―
三
四
八
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
五
七
五
―
二
一
―
三
四
六
三

鰈

蛹

⑫
~■
悛‐
輔
ム

宮

司

一

一

，

一

・

■

・

■

―

■

一

，

，

一

■

，

●

，

一

一

―

■

令
和
三
年
元
旦

し農
上び
げ
ま
ず

棒
之
神
社
議
社

棒
之
孝
尋
坊

代
表
役
員
締
洛
政
て

責
任
役
貝
ホ
泉
輝
人

〒
三
七

Ｃ

圭

三

四

一

群
馬
県
高
崎
市
榛
名
山
町

一
〇
二

〒
一七
五
‐０
〇
九
二

東
京
都
板
橋
区
赤
塚

一
―
十
１
七

勧
年
の
あ
宏
Ｆ
，

へ甲
。レ
上
げ
ａ
り

沖
静
一え
荻

貞
属
寺
口
勢
特
子

〒
八
〇
三
―
〇
八

．
六

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区

金
田
二
Ｉ
日
二
　
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ

●
九

一　
五
八
二
―
六

一
八
二

〒
四
七
四
Ｉ
Ｃ
Ｃ
六

一

大
府
市
共
和
町
五
丁
目
六
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
六
二
―
四
六
１
０
九
二

一

〒
四
七
四
１
０
〇
五
六

人
府
市
明
成
町

一
丁
日

ゴ

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
●
五
六
二
　
四
六
―
六
三
三
五

八
幡

天
水
宮

宮
可
深

谷

章

男

新
年

の
御
慶

び

申

し
上
げ
ま
す

神
道
伊
勢
月
日
布
教
所

大

念

寺

剛

滋
賀
毅
年

血

属

〒
四
五
■
〓
●
●
■
〓

愛
知
県
名
古
屋
市
中
村
区

松
原
町

一
―
四
〓
―
二

株
式
会
社

美
術
会
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
青
　
羅
（貸
画
廊
）

代
表
取
締
役
社
長

池
田
美
恵
子

東
京
都
中
央
区
銀
座

三
―

一
〇
―

一
九

美

　

術

　

家
　

会

　
館

Ｔ
Ｒ
Ｌ
〇
三
―
三
五
四

二
―
三
四
八

．
Ｑ

お
知
ら
せ

☆
教
師
補
命

○
補
　
権
訓
導

良
和
神
社

（属
）

東
京

。
宮
内
　
康

（令
和
二
年
十
二
月
二
十

一
日
付
）

☆
辞
職
者

○
大
分

・
直
属

訓
導

。
林
み
き
え

（令
和
二
年
十

一
月
二
十
日
付
）

帰
幽
報
告

次
の
先
生
の
帰
幽
の
報
に
接
し

生
前

の
御
奉
仕
、
御
活
躍
を
称

え
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

○
令
和
二
年
九
月
七
日
帰
幽

大
阪

。
木
山
大
教
会

（長
）

大
教
正

。
村
上
安
徳
師

○
令
和
二
年
十
月
十
四
日
帰
幽

愛
知

・
横
須
賀
講
社

（長
）

訓
導

。
久
野
金
基
師

☆
褒
賞
授
与

長
年
に
亘
り
、
本
教
隆
盛
の
為

に
力
を
尽
く
さ
れ
、
大
会
議
議

員

・
総
代
と
し
て
、
今
尚
御
活

躍
戴

い
て
お
り
ま
す
金
丸
タ
カ

子
師
に
、
顧
間
会
の
承
認
の
上
、

左
記
の
称
号
を
贈
り
ま
す
。

長
　
老
宮
崎

。
高
天
原
神
社
長

大
教
正

・
金
丸
タ
カ
子

（令
和
三
年

一
月

一
日
付
）

○
新
年
互
礼
会
に
つ
き
ま
し
て
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
お
け

る
今
般
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
今

年
は
中
止
と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

月
次
祭
は
通
常
通
り
斎
行
致
し

ま
す
。

○
令
和
三
年

一
月

一
日
よ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
又
、
本
局

の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
も
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
［
［も
∽
“＼
＼
∽
Ｆ
い●
［〇
［”
いＦ
く
〇
・
〇
『
∞

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

いｏ
「
〇
（∪
∽Ｆ
いう
一〇
［”
い澪
く
〇
・
〇
『
∞

授
与
所
新
築
工
事
の
地
鎮
祭
を

九
月

一
日
に
斎
行
し
、
九
月
七

日
よ
り
着
工
致
し
ま
し
た
。

基
礎
工
事
も
終
わ
り
、
現
在
木

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

四
月
の
春
季
例
大
祭
ま
で
の
完

成
を
目
指
し
、
棟
梁
や
大
工
達

が
早
朝
か
ら
夕
暮
れ
ま
で
、
釘

打
の
音
も
軽
や
か
に
作
業
に
精

を
出
し
て
い
ま
す
。

擬
与
所
薮
梁
工
事
が
進
む

教

Ｈ
里
ハ
轟剛



(11)正 月 号

高松宮様 墓所

神 道 の 友

有栖川宮様 墓所

令和 3年 1月 1日

第
八
代
品
田
聖
平
管
長
以
来
、

毎
年
秋
季
例
大
祭
斎
行
の
御
報

告
と
し
て
、
有
栖
川
宮
様

・
高

松
宮
様
の
展
墓
を
、
神
道
大
教

独
自
の
行
事
と
し
て
行

っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
、　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

宮
内
庁
の
豊
島
岡
墓
所
で
の
行

事
は
総
て
中
止
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

毎
年
展
墓
の
お
取
り
計
ら
い
を

下
さ
っ
て
お
り
ま
す
、
高
松
宮

妃
癌
研
究
基
金
参
与
の
佐
藤
進

様
に
御
相
談
致
し
ま
し
た
所
、

今
般
の
状
況
下
に
あ
り
な
が
ら

も
、
特
別
に
展
墓
を
さ
せ
て
戴

く
事
と
な
り
ま
ｔ
た
。

当
日
、
豊
島
岡
墓
所
の
参
集
所

に

一
同
参
集
し
、
有
栖
川
宮
職

仁
親
王
御
墓
所
並
び
に
高
松
宮

宣
仁
親
王

。
同
妃
殿
下
御
墓
所

に
献
花

。
供
物
を
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。

参
拝
者
が

一
人
づ
つ
墓
前
に
御

拝
礼
さ
せ
て
戴
き
、
感
謝
の
誠

を
捧
げ
ま
し
た
。一
佐
藤
進
様
に

は
、
毎
年
格
別
の
御
配
慮
を
戴

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

管

長

の

動

向
　
（対
外
行
事

ｏ
事
務
局
）

十

　
月

十

一
月

十

二
月

二
十

二
日

二
十

三
日

一　

　

　

日

十
　
一二
日

十
　
五
日

十
　
七
日

十
　
九
日

責
任
役
員
会

北
海
道
直
属
教
師
高
橋
裕
司
師
御
分
霊
授
与

月
首
祭
斎
行

大
教
院
雅
楽
寮
開
催

中
旬
祭
斎
行

四
本
木
稲
荷
神
社
代
表
役
員
就
任
奉
告
祭
斎
行

（
四
本
木
稲
荷
神
社
）

麻
生
副
総
理
秘
書
と
管
長

・
総
監
会
見

（衆
議
院
議
員
会
館
麻
生
事
務
所
）

本
局
会
議
、
授
与
所
建
築
業
者
と
打
合
せ
会
議

月
次
祭
斎
行

東
京
都
教
派
神
道
連
合
会
理
事
会

・
懇
親
会
出
席

　

（学
士
会
館
）

東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
会
出
席

（大
熊
局
員
）

月
首
祭
斎
行

大
教
院
雅
楽
寮
開
催

教
派
神
道
連
合
会
理
事
会
出
席

（仏
教
伝
道
協
会
）

中
旬
祭
斎
行

株
式
会
社
金
剛
組
社
長
就
任
挨
拶
面
談

授
与
所
新
築
工
事
上
棟
式
斎
行

月
次
祭

。
年
越
大
祓
斎
行

除
夜
祭
斎
行

晨基されました方、 写真
左から佐藤進様0状桑教

管長宍野史生様 0神豊大

山本英樹様・状暴教坂隼

治様。本埼人熊満

二
　

十

日

二
十

一
日

二
十

五

日

二
十

六

日

一　

　

　

日

八
　
　
日

十

　

一
日

十
　
五
日

十
　
七
日

十
　
九
日

二
十

一
日

三
十

一
日

．儘
燿
畷



令和 3年 1月 1日 神 道 の 友 正 月 号 (12)

菊
池
管
長
の
教
場
訪
問

「
フ
争
）‐た
多
〈

一イ

〓
一
　

）
一

／ヽて

，え
倉
全
剤
乏ヽ
小
覆
分一一

山
形
県
上
山
市
宮
脇
二
七
八
に

鎮
座
す
る
宗
教
法
人
岩
倉
金
剛

院
小
教
会
に
菊
池
管
長
と
長
元

総
監
が
教
場
訪
間
を
し
ま
し
た
。

岩
倉
金
剛
院
小
教
会
は
、
現
在

の
八
幡
悟
生
教
会
長
で
六
十
代

に
亘
り
、
斎
主
を
受
け
継
が
れ

て
い
る
長
い
歴
史
を
有
す
る
教

会
で
す
。

江
戸
時
代
末
期
の
火
災
に
よ
り
、

書
類
が
焼
失
し
た
為
、
第
四
十

二
代
甚
長
氏
以
前
の
詳
細
は
不

明
で
す
。

第
四
十
六
代
宗
順
氏
の
時
代
に御神殿と御子息の恵生君

元
禄
元
年

（
一
六
八
八
）
入
峯

（修
行
）

『床
帳
』
に

「十
日

町
金
剛
院
」
の
記
載
を
見
る
事

が
出
来
ま
す
。

第
五
十
三
代
宥
豊
氏
の
時
代
、

火
事
の
為
文
政
二
年

（
一
八

一

九
）
金
剛
院
を
再
建
さ
れ
て
、

現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

第
五
十
五
代
宥
強
氏
の
時
代
、

明
治
政
府
の

「神
仏
判
然
の
令
」

の
為
、
天
台
宗
の
寺
院
か
ら
神

道

へ
変
更
し
ま
し
た
。

第
五
十
九
代
秀
人
志
師
が
二
十

六
歳

で
小
教
会
継
承
資
格

の

「中
講
義
」
を
修
得
し
、
先
代

が
六
十
四
歳
で
亡
く
な

っ
た
為
、

三
十
七
歳
で
斎
■

（
教

会

長

）

に
就
任
致
し
ま
し
た
。

以
後
三
十
年
間
斉
主
を
務
め
、

▼

御 神 殿

御
子
息
に
斎
主

職
を
譲
ら
れ
、

現
在
の
八
幡
悟

生
教
会
長
が
、

第
六
十
代
目
斎

主
を
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。

八
幡
悟
生
教
会

長
は
、
國
學
院

大
學
を
卒
業
後
、

東
京
都
世
田
谷

区
の
松
陰
神
社

に
六
年
間
奉
職

さ
れ
、
そ
の
後
、
岩
倉
金
剛
院

小
教
会
の
禰
宜
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

三
十
六
歳
で
神
道
大
教

「中
講

義
」
を
修
得
し
、
平
成
二
十
八

年
よ
り
斎
主
職
を
受
け
継
が
れ
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
会
と
し
て
、

御
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

神
道
大
教
の
青
年
教
師
と
し
て

嘱
目
さ
れ
て
お
り
、
神
道
大
教

祓 詞 を奏 上 す る教 会 長

左から長元総監、菊池管長、八幡悟生教会長修 祓 大 麻 行 事

発
展
の
為
、
今
後
の
御
活
躍
を

御
期
待
申
し
上
げ
る
先
生
で
す
。

先
代
教
会
長
の
八
幡
秀
人
志
氏

は
、
地
元
の
岩
倉
山
正
八
幡
宮

の
宮
司
と
し
て
、
御
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

岩倉山正八幡宮御社殿

鷺
一
讐

華


